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今回教育学部では、美術教育に携わる教員の

鋳金作品や絵画作品、さらには教材（石膏摸像）

によって、学部建物を演出します。学部正面

玄関、並びにスロープを下ったG棟1階ロビー

の2カ所に作品を設置し、美術分野の研究教

育活動を紹介します。学び舎の新たな顔をぜ

ひご覧下さい。

理学部では、サイエンス・ミュージアムにて、

岩石・鉱物・化石標本等の常設展を行っています。

今回それに加えて、生物学プログラムによる

フィールド研究の一端をご紹介します。自然界

で暮らす生物の姿を直接観察し、採集するのは

研究の醍醐味の一つです。野外調査での採集に

よる標本から、研究現場の一こまを想像してみ

て下さい。

日本酒学センターでは、新潟県内酒蔵の酒瓶や、

杉玉、新潟の日本酒造りに欠かせない酒造好適米

「越淡麗」等を常設展示しています。また、約

1500点におよぶ酒器コレクション中のから、一

部を展示替えしながら紹介しています。タッチパ

ネル式モニターなどで日本酒学について学ぶこと

もできます。

新潟大学附属図書館では、和漢洋にわたる貴

重な古典籍や古文書を多数所蔵しており、館

内の展示コーナーで紹介しています。紫外線

等からの保護のために長期間の展示が難しく、

デジタル資料として公開しているものもあり

ますが、ぜひ実物をご覧にいらして下さい。

Faculty of Humanities

五十嵐キャンパス全体を “ミュージアム”に見立て、学部や施設を展示でつなぐプロジェクトです。

一般の方も無料でご覧いただけます。新潟大学の研究や学びの魅力をお楽しみください。

見て、知って、
愉しむ日本酒学

図書館の貴重書たちを
お披露目
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農学部では、展示室での各種標本等に加え、

ロビー内にニホンカモシカの剥製や佐渡演習

林で伐採された樹齢175年の天然スギの伐根

標本およびこのスギを利用して制作したベン

チを展示しています。農学部の研究教育の幅

広さをご覧下さい。

▪教育学部棟1階正面玄関 / G 棟１階ロビー
▪平日9:00-17:00

▪平日9:00-17:00▪平日9:00-16:00

工学部
Faculty of 

工学部では、科学技術交流悠久会館を会場に、

これまでの研究教育成果の一端をご紹介しま

す。この建物はOBOG等の募金、本学部教

員（当時）の設計によって実現しました。ガ

ラス張りの建物内に時代を牽引した工学技術

や、研究機器等を展示し、今でも工学部と卒

業生、地域をつなぐ存在です。

▪科学技術交流悠久会館

▪総合教育研究棟A棟3階

▪産学地域連携棟１階 日本酒学センター ▪中央図書館A棟１階・2階
　展示コーナー
▪図書館の開館時間中

▪中央図書館2階ロビー
▪図書館の開館時間中

▪農学部棟１階正面玄関 / C 棟１階展示室
▪平日9:00-17:00

▪理学部棟A棟1階 サイエンスミュージアム
▪火曜日・水曜日・木曜日（祝日は休館）
　11:00-15:00

NEXUS 特設サイト

自然と向き合うことから
始まるサイエンス

建物まるごと学術資産、
ものづくりの歴史を追う

映像でつなぐ、
にいがたの記憶

人文学部を中心に運営されている地域映像アー

カイブ研究センターは、新潟地域の暮らしが生

んだ多様な映像資料を発掘し、「にいがた地域

映像アーカイブ」として整理・保存・公開して

います。今回のプロジェクトでは、他会場の展

示に関連する映像資料をご紹介します。デジタ

ル・アーカイブならではの活用方法を探ります。

種子から天然スギ標本、
そしてカモシカまで

フィールドで学ぶ人文学 アートがひらく、学びの風景

新潟大学人文学部には、文学、言語、思想、芸術、

歴史、社会、文化全般に関わる諸問題に多角的、

分析的にアプローチする28の専門分野がありま

す。今回の展示では、考古、地理、民俗、芸能

論の4分野に関わる資料を紹介します。主に

フィールド調査で収集した資料から、歴史

や文化、社会背景を読み解きます。

教育学部2人文学部1

工学部4理学部3 日本酒学センター6農学部5 図書館（中央図書館）8にいがた地域映像アーカイブ7

本学入学試験日（2/25、2/26、3/12）はキャンパス内への入構はできません。
展示内容や開室時間等は変更になる場合があります。最新情報は特設サイトよりご確認ください。

オンライン
ギャラリー①
（人文）

オンライン
ギャラリー②
（日本酒学）

開館カレンダー

レイスイハバビロビル 新潟県内酒蔵の酒瓶 にいがた地域映像アーカイブデータベース 『佐渡金山圖會』燃料電池ミニカー カモシカ剥製

三村友子「波を聴く」『温古の栞』

人文学部展示室
▪平日
9:00-17:00
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新潟大学キャンパス
まるごとミュージアム
　新潟大学には教育・研究の過程で収集された学術資産がたくさん存
在しています。各部局が保有する学術資産を学内各所に分散的に展示
することで総合博物館を形成するという「ユニバーシティ・ミュージ
アム構想」を体現するため、この度五十嵐キャンパスを会場に「新潟
大学キャンパスまるごとミュージアムNEXUS」を開催します。
　NEXUS は「つながり、連結」を意味するとともに “Network of 
Exhibitions for Xploration of University Scholarship”（大学の学術的な
所蔵品を探索するための展示ネットワーク）の頭文字をとったもので
もあります。
　今回新たに公開となる資料が多数含まれています。キャンパス内を
散策して、普段は見ることができない大学の学術資料をこの機会にぜ
ひご覧いただき、新潟大学の教育・研究の歴史とこれからに関心を持っ
ていただけますと幸いです。

会場

新潟大学学術資料運営機構

新潟大学人文学部、教育学部、理学部、工学部、農学部、日本酒学センター、
人文社会科学系附置地域映像アーカイブ研究センター、
株式会社新潟TLO、悠久会（工学部同窓会）

新潟大学附属図書館　資料公開係

新潟大学五十嵐キャンパス
新潟市西区五十嵐2の町 8050番地

主催

協力

お問合せ
TEL：025-262-6220　E-mail：a-tenji@lib.niigata-u.ac.jp
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※駐車場はございません。
　公共交通機関をご利用ください。
※電車の場合、五十嵐キャンパス西側の
　工学部方面へは、内野駅の方が近くなります。
※五十嵐キャンパスへのアクセス
　詳細はこちら

タクシー
30 分

NEXUS 特設サイト

新潟大学サイト

niigata_univ_nexus_project
Instagram


